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７ (注意：この問題は，解き方を式や言葉を使って書きなさい。)

下の図のような，1 周が 350m のプールがあります。このプールには図の矢印方向

に毎分 60m の速さで水が流れています。このプールでおもちゃのボートを動かし

ます。静水時に毎分 90m の速さで進むおもちゃのボートＡ，Ｂ，Ｃを用意しまし

た。

(1) ボートＡがプールの水の流れと逆の方向に進むとき，プールを 1 周するのに

何分何秒かかりますか。

(2) ボートＡは水の流れと逆の方向に，ボートＢは水の流れと同じ方向に，同時に

★地点から動かし始めます。このとき，ボートＡとボートＢが初めて出会うのは，

★地点からボートＢが何 m 進んだ地点ですか。

(3) 上の(2)と同じようにボートＢを動かし始めた後，★地点に同じおもちゃのボー

トＣを浮かべて水の流れだけで進ませます。ボートＢがボートＣに 2 回目に追いつ

く場所が(2)で求めた地点と同じ地点となるようにするとき，ボートＣはボートＢ

が動き始めてから何分何秒後に浮かべればよいですか。

ただし，ボートＢがプールを 1 周する前に，ボートＣを★地点に浮かべます。

★地点

水の流れる方向
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(1) ボートＡは水の流れと逆方向に進むので，進む速さは

90 ー 60 ＝ 30m/分。

よって，プールを 1 周するのにかかる時間は

350 ÷ 30 ＝ 分。つまり，11 分 40 秒 です。

(2) ボートＡとボートＢの速さの比は

(90 － 60)：(90 ＋ 60)＝ 30：150 ＝ 1：5 なので，

初めて出会うまでに進む距離の比も 1：5。
よって，初めて出会うのは★地点からボートＢが

350 × ＝ ＝ m 進んだ地点です。

(3) ボートＢとボートＣの速さの比は(90 ＋ 60)：60 ＝ 150：60 ＝ 5：2。
また，★地点から(2)の地点までの右回りと左回りの距離の比は 1：5 なので，

プール 1 周の距離を 1 ＋ 5 ＝ 6 より比の○6 とすると，

(2)の地点は★地点から左回りに○5 進んだ地点となる。

ボートＢがボートＣ

に 2 回目に追いつく

場所が(2)の地点の

とき，ボートＢが

○5 進む間にボート

Ｃは○2 進むので

進行の様子は

右図のようになる。

まｔ，プール 1 周に

かかる時間は

ボートＢが

350 ÷(90 ＋ 60)＝ 350 ÷ 150 ＝ 分，

ボートＣが 350 ÷ 60 分なので，

右上図の時間は，ＯＳ＝ 分，ＰＳ＝ 分。

よって，ＯＰ＝ ＝ 分＝ 1 分 45 秒。

つまり，ボートＣはボートＢが動き始めてから 1 分 45 秒後 に浮かべればよい。
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